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　“認知している”（「知っている」と「聞いたことはある」の合計）の割合では、「ドメスティック・バイオレンス（DV）」
が最も高くなっています。
　一方、「知らない」の割合では、「ポジティブ・アクション」（��.�％）、「女性活躍推進法」（��.�％）、「男女共同参画
専門委員相談（菊池市設置）」（��.�％）、「JKビジネス」（��.�％）が５割を超える結果となっています。
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… 菊池市全域
… 市内在住の��歳から��歳の男女を
　 住民基本台帳より無作為抽出
… �,���件

調 査 地 域
調査対象者

対 象 者 数

■
■
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… 郵送による配布・回収
… 平成��年�月
… ���件（��.�％）

調 査 方 法
調 査 時 期
回収数（率）
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��.�％ ��.�％ �.�％男女共同参画社会基本法

ドメスティック・バイオレンス（DV）

ワーク・ライフ・バランス

ダイバーシティ（多様性）

菊池市男女共同参画推進条例

菊池市男女共同参画計画

男女共同参画専門委員相談
（菊池市設置）

女性相談員（菊池市設置）

女性活躍推進法

JKビジネス

LGBT

ポジティブ・アクション

〇男女共同参画に関する用語の認知度

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

2019(平成31)年 3月

熊本県 菊池市
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� 男女平等に関する考え方について � 家庭生活の役割分担について

　「学校教育の場」では��％を超える割合の人が平等と回答していますが、「政治・政策決定の場」、「社会通念・
習慣・しきたり等」では平等と回答している人の割合が��％台となっています。
　総じて、女性の方が男性よりも「平等である」と回答している人の割合が低くなっています。

　“同感”（「同感する」と「どちらかと言えば同感する」と回答した割合の合計）は��.�％となっており、前回調査と
比較すると�％程度減少しています。一方、“同感しない”（「同感しない」と「どちらかと言えば同感しない」と回答
した割合の合計）は��.�％となっており、前回調査と比較すると�％程度増加しています。

　「家計を支える」と「自治会・町内会などの地域活動」を夫の役割としている家庭が多く、「家事」、「日々の家計の
管理」、「育児」、「介護」については妻の役割としている家庭が多い結果となっています。このことから、今もなお、
性別による固定的な役割分担意識が残っていることがうかがえます。

〇社会のいろいろな面において、男女は平等になっていると思いますか。 〇「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方について、
　あなたはどう思いますか。

〇あなたの家庭では、次にあげる家庭内の仕事を、主にどなたがしていますか。

「平等である」との回答で、上位に挙がった項目

学校教育の場

家庭生活の場

法律や制度の上

女性��.�％、男性��.�％

女性��.�％、男性��.�％

女性��.�％、男性��.�％

�

�

�

社会通念・慣習・しきたり等

政治・政策決定の場

家庭生活の場

�

�

�

男性の方が優遇されていること ※「優遇されている」と「どちらかといえば優遇されている」の合計

男性の方が優遇されている

平等である

女性の方が非常に優遇されている

無回答

どちらかといえば男性の方が優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

わからない

家庭生活

職場

学校教育の場

政治・政策決定の場

法律や制度の上

社会通念・慣習・
しきたり等

自治会・PTA・
地域活動の場
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上位に挙がった項目

同感しない

どちらかといえば同感しない

どちらかといえば同感する

��.�％（女性��.�％、男性��.�％）

��.�％（女性��.�％、男性��.�％）

��.�％（女性��.�％、男性��.�％）
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女性
では

男性
では��.�％

��.�％

��.�％

社会通念・慣習・しきたり等

政治・政策決定の場

職場
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��.�％

女性 男性

家計を支える（生活費を稼ぐ）

炊事・掃除・洗濯などの家事

日々の家計の管理

自治会･町内会などの地域活動

育児（経験者のみ）

介護（経験者のみ）

H��年 全体

H��年 全体

H��年 男性

H��年 女性

�％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ���％

��.�％

�.�％

�.�％

��.�％

�.�％

�.�％ ��.�％ ��.�％ �.�％ �.�％ ��.�％

��.�％ ��.�％ �.�％

��.�％ ��.�％

��.�％ ��.�％

��.�％ ��.�％ �.�％

�.�％ ��.�％

�％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ���％

�.�％

�.�％

�.�％

�.�％ ��.�％ ��.�％ ��.�％ �.�％ �.�％

��.�％ ��.�％ ��.�％ �.�％ �.�％

��.�％ ��.�％ ��.�％ �.�％ �.�％

��.�％ ��.�％ ��.�％ �.�％ �.�％

同感する

同感しない

どちらかと言えば同感する

わからない

どちらかと言えば同感しない

無回答

主として夫

その他の人（親・子ども） わからない 無回答

主として妻 夫婦で同じ程度



� 仕事と家庭・地域生活について � 女性の社会参画について

　男女ともに「結婚しない人が増えているから」、「女性も男性も働きながら子どもを育てる条件が整っていない
から」、「子育てにお金がかかるから」といった回答の割合が高くなっています。

　全体では、「仕事を優先」、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」が希望と現状の間に大きな
乖離が見られます。
　「仕事を優先」については、女性においても希望と現実に大きな乖離が見られ、その差は約��倍（希望：�.�％
→ 現実：��.�％）となっています。

　男性優 位の組 織 運営がなされているた
め」の割合が最も高く、いまだに様々な場に
おける性別による役割分担意識が強く存在す
ることが課題として挙げられます。

　子どもができても就業を継続する、もしくは中断後に再就職するという回答が８割を占めています。一方、
結婚・出産を機に離職する方がいいという考え方は少数である上に前回調査よりも減少傾向にあり、女性の
回答の割合では、男性と比較してさらに低くなっています。

〇あなたが生活を送るうえで、希望と現状について最も近いものをお答えください。

� 出生率低下について

〇今、女性が一生において生む子どもの数が少なくなっていると言われていますが、
　その原因はどこにあると考えますか。

〇「政治や行政、職場などにおいて、企画立案や決定の場に女性の参画が
　いまだに少ない」といわれていますが、その原因は何だと思いますか。

� 女性が職業を持つことについて

〇女性が職業を持つことについて、あなたはどのようにお考えですか。

働く女性が増えたから

女性も男性も働きながら子どもを
育てる条件が整っていないから

子育てにお金がかかるから

子どもより自分自身や夫婦の生活を
重視する考えが強くなったから

結婚年齢が上がっているから

結婚しない人が増えているから

上位に挙がった項目

女性 男性
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• •
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男性優位の組織運営がなされて
いるため

�
��.�％

��.�％

��.�％

家庭、職場、地域で、性別による
役割分担や性差別の意識が強いため

家庭の支援、協力が得られないため�

家庭、職場、地域で、
性別による役割分担や

性差別の意識が強いため

男性優位の組織運営が
なされているため

家庭の支援、協力が
得られないため

女性の能力開発の機会が
不十分であるため

女性の参画への支援が
少ないため

女性の積極性が
不十分であるため

��.�％

��.�％

��.�％

��.�％

��.�％

��.�％
��.�％

��.�％

��.�％

��.�％
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��.�％

�％ ��％ ��％ ��％ ��％

�

「仕事」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに
優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」
をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに
優先したい

「家庭生活」（家族と過ごすこと、家事、
育児、介護等）を優先したい

わからない

「家庭生活」と「地域・個人の生活」
をともに優先したい

「地域・個人の生活」（ボランティア活動、
社会参加活動、趣味、娯楽等）を優先したい

無回答

H��年 H��年

H��年 H��年

結婚するまでは職業を持つほうがよい

子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい

その他

無回答

女性は職業を持たない方がよい

子どもができるまでは、職業を持つほうがよい

わからない

子どもができたら職業をいったんやめ、
大きくなったら再び職業を持つほうがよい
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� 子育て、教育について � 防災の分野における男女共同参画について

　“経験がある”（「今も受けている」と「過去に何度も受けたことがある」と「過去に�、�度受けたことがある」の
合計）の割合は��.�％となっています。女性では“経験がある”の割合は��.�％となっており、およそ�人に�人が
これまでにDVの経験があるという結果となっています。

　「男の子は男らしく、女の子は女らしく」という、固定観念的に男女を区別した方針については、“賛成派”
（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）が前回調査では��.�％であったのに対し、今回調査では

��.�％と大きく減少しています。その他の項目では賛成派は�割前後を占めています。

　前回調査より割合が大きく上昇した項目と
しては、「育児・介護休業制度の普及啓発を
進め、実際に取得できる環境整備」（��.�％→
��.�％、��.�％上昇）、「性暴力や性差別等に
関する問 題 解 決に向けた 取 組みの充 実 」

（��.�％ → ��.�％、��.�％上昇）となっています。

　弱者への適切な支援や、男女の違いに
配慮した避難体制の整備、防災に関する
検討の場における女性の意見の反映と
いった考え方に基づいた回答が上位に
挙がる結果となっています。

〇あなたは、子どもの育て方についてどのように考えますか。

� 配偶者等からの暴力について

〇あなたは、あなた自身が恋人や配偶者から身体的暴力や心理的攻撃や
　性的強要を受けたことがありますか。

〇防災の分野における男女共同参画の推進に関して、どのようなことが
　必要と考えられますか。

�� 男共同参画社会の推進について

〇男女共同参画社会の実現のために、菊池市はどのようなことに力を入れて
　いくべきだと思いますか。

男の子は男らしく、
女の子は女らしく育てる

性別に関わらずも職業人として
経済的に自立できるように育てる

男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除
などの仕方を身につけさせる

男の子らしく、女の子らしくではなく、
個性に合った育て方をする

上位に挙がった項目

上位に挙がった項目今回 前回

���％�％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％ ��％

H��年 全体

H��年 男性

H��年 女性

仕事と家庭・地域生活を両立できる
ための支援

�
��.�％

育児・介護休業制度の普及啓発を進め、
実際に取得できる環境整備

�

��.�％

学校教育や社会教育の中で、男女平等や
男女共同参画を推進する教育、学習の充実

�

��.�％

女性だけでなく、男性の意識も変える
取り組みを積極的に進める
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性別による固定的な役割分担意識を是正
するための啓発・広報

学校教育や社会教育の中で、男女平等や
男女共同参画を推進する教育、学習の充実

育児・介護休業制度の普及啓発を進め、
実際に取得できる環境整備

働く場での男女共同参画の推進のため
事業主（企業主）等への研修の実施

性暴力や性差別等に関する問題解決に
向けた取組みの充実

仕事と家庭・地域生活を
両立できるための支援

男女共同参画社会づくりを目指す
団体などとの協働の推進

家庭生活・地域生活において男女が
対等に協力しあうような意識づくり

女性だけでなく、男性の意識も変える
取組みを積極的に進める

高齢者、障がい者、外国人等が安心して
暮らせるユニバーサルデザインの環境整備

市の各種審議会の委員等、市の施策・方針を
決定する場に女性の参画を増やす

区長や地域自治会役員に女性を増やす
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� 妊産婦、乳幼児を連れた保護者、障がい者、
介護を必要とする人が、安全を確保できる
場所への避難誘導・避難介助を円滑に受け
られること

災害対応について、性別、年齢などにかか
わらず、多様な住民が自主的に考える機会
を設けること

��.�％

�

��.�％

防災対策に男女共同参画の視点を反映させるため、
防災会議における女性委員の割合を高めること

災害対応について、性別、年齢などにかかわらず、
多様な住民が自主的に考える機会を設けること

女性だけでなく、男性に対する相談体制を整備する
とともに、相談窓口の周知方法を工夫すること

災害から受ける影響の男女の違い等に
配慮した視点で取り組むこと

妊産婦、乳幼児を連れた保護者、障がい者、介護を
必要とする人が、安全を確保できる場所への避難誘導・

避難介助を円滑に受けられること

避難所の管理責任者には、男女両方を配置すること
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どちらかといえばそう思わない

無回答

どちらかといえばそう思う

わからない

そう思う

そう思わない

今も受けている

受けたことはない

過去に何度も受けたことがある 過去に�、�度受けたことがある

無回答

H��年 H��年

H��年 H��年
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